
・ 富士山登山者の救護体制の改善・強化のため、隣接する山小屋から昼間電力を供給
することで、救護所での電気使用に伴う安全性の確保を図る。

・ 各救護所間でにおいて傷病者の情報共有や処置の対応について相談できるように
するため、ipadを購入し使用する。

・ 隣接する山小屋から昼間電力の供給体制の整備
・ ipadの購入費および通信料

（執行状況）

使途の区分 安全確保
新規・拡充等

の別
H30拡充 山小屋から昼間電力の供給体制整備

事業名 富士山七合目救護所運営費

事業執行者 山梨県

事業実施箇所 富士山七合目救護所

事業実施期間 令和4年7月1日～令和4年9月10日

事業概要
七合目救護所運営業務の委託（登山期間中、医師等を配置）
救護所で使用する医薬品の購入、医療廃棄物の処理、医師及び医療施設賠償責任保
険への加入等

総事業執行額 5,307 千円
うち協力金充

当額
233 千円

電力供給体制整備等 5,307,019 233,200

協力金充当
の内訳

項目 事業総額 備考
うち協力金充当額


